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　大変読みやすい本です。「事例で読み解く」
と、副題で示されている通り、示唆に富む国内
外の事例が豊富に盛り込まれています。本書が
訴えるメッセージは明快で、太字で書かれてい
て親切です。本書は、地域開発や地域の活性化
に携わる者にとって必読の書だと言えます。
　本書が読者に伝えたいことは、「地域需要や
国内需要だけに依存していたのでは先細りに
なる。地域の個性や魅力を磨いて、海外から所
得を稼ぐ地域になろう」ということだと思いま
す。一言でいえば、グローバル地方創生戦略の
すすめです。
　グローバル地方創生を検証するために、本書
では、福岡、札幌、沖縄の事例をとりあげてい
ます。私が住む福岡の事例分析は的確であり、
最新の動きまで取り上げられ驚くほどです。福
岡が1980年代から始めたグローバル化への取
り組みが約30年の時を経て実を結び、クルー
ズ船寄港数、国際会議開催件数、コンテナ取扱
個数、在留外国人数などで顕著な成果を生み出
しています。グローバル化に成功しつつある都
市として福岡が紹介されています。福岡がシア
トルやバンクーバーのように、コンパクトで住
みやすく、ローカルでかつグローバルな都市
（筆者の言葉で言えば第3極世界都市）になる

ことを私も願っています。札幌と沖縄について
も、それぞれの地域特性を生かしたグローバル
な先進的な取り組みが紹介されています。3つ
の都市の成功例は、他地域にとっても参考にす
べき点が多いのではないでしょうか。
　しかし、グローバル地方創生には難しさも
伴うと思います。九州では1990年代から環黄
海経済圏や日韓海峡経済圏と呼ばれる局地経済
圏構想が提唱され、中国や韓国をはじめとする
アジアとの交流に取り組んできましたが、近年
その停滞感は否めません。インバウンド観光や
物流は地理的な近さを生かして活発になってい
ますが、地場企業の海外取引や海外投資の規模
は全国的にみればウェイトはまだ小さいでしょ
う。留学生は多くなっても、留学生を採用し活
用する地場企業は限られています。外資系企業
の誘致となれば、さらに難しくなり、成功例は
数えるほどでしょう。
　グローバル地方創生への障壁となるものは何
か。つきつめれば、やはり地域の自立性の弱さ
ではないでしょうか。筆者も指摘するように、
CIQ（税関、出入国管理、検疫）、VISA、貿易
交渉、外交、空港・港湾整備の権限を握ってい
るのは政府です。その意味で、政府の役割は大
きいといえます。しかし、グローバル地方創生
を推進するには、地方から国に対して地方分権
や規制緩和などをもっと強く要求する必要があ
るのではないでしょうか。回り道のようにみえ
ても、地方分権や規制緩和、あるいは本社機能
の集積などを着実に進めていくことも、地域の
自立性を高め、グローバル地方創生につながる
のではないかと思いました。
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